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みんなで
みんなでつくるみんなのページ すてきな作品をお待ちしています！
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築
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仁
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岡
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台
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ホームページ
■7 月掲載分締切　６月 10 日（火）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 8 月号締切　6 月 25 日（水）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。（市民対象）
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　６月 25 日（水）必着（掲載は８月号）
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
3 件
1 件
1 件

10 件
件　数

14 件
22 件

120 件
29 件

件　数
2 件
3 件
0 件
5 件

累計（1 月～）
7 件
2 件
1 件

13 件
累計（1 月～）

68 件
137 件
466 件
78 件

累計（1 月～）
5 件
7 件
0 件
7 件

件　数
　５７件
　　２人
　７２人

件　数
　　３件
　１７件
　　１件
　１６件
　　８件
　１２件

４月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）
０．０６６μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）
０．０５８μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）
０．０７４μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）
０．０３６μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）
０．０５１μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）
０．０７０μ Sv/h

前年比
＋ 1 件
＋ 1 人
－ 5 人

（平成 26 年４月末現在） （平成 26 年４月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
も
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
高
島
市
に

お
い
て
も
昨
年
の
台
風
18
号
に
よ
る
浸
水
被

害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
年
の
大
雨
の
特
徴
と
し
て
、
短
時
間
に

お
け
る
「
局
地
的
大
雨
」
が
急
激
な
浸
水
や

濁
流
を
引
き
起
こ
し
、
思
い
も
よ
ら
な
い
大

き
な
被
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
特
に
、
梅
雨・台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

予
想
し
が
た
い
気
象
状
況
等
に
備
え
て
、
常

時
か
ら
地
域
に
応
じ
た
防
災
対
策
を
講
じ
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
雨
や
台
風
の
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、

・
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫
や
堤
防
の
決
壊
な
ど
の
お
そ

れ
の
あ
る
場
所
、
山
崩
れ
な
ど
の
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
な
ど
を
危
険
個
所

と
し
て
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
検
討
し

て
お
く

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
な
ど
で
気
象
情
報
を
確
実
に
入

手
す
る

な
ど
を
普
段
か
ら
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
確
実
に
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
い
ま
す
。

　
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
、
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
に
行

動
す
べ
き
か
を
考
え
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
相
互
の
助
け
合
い
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

風
水
害
に
備
え
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

高
島
警
察
署
　
（
２
２)

０
１
１
０

・
防
災
関
係
機
関
か
ら
出
さ
れ
る
注
意
事
項

や
避
難
な
ど
の
指
示
に
従
う

・
危
険
だ
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る

・
懐
中
電
灯
、
着
替
え
、
保
存
食
品
な
ど
を

準
備
し
て
お
く

・
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く

防
災
意
識
を
高
め
る

～
梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
～
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●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　０．１７１μＳｖ／ｈ　※世界平均０．２７μＳｖ／ｈ
　年間平均値から８，７６０（24 時間×３６５日）
　で割り戻した値です。


